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双方向性 無 有 有
・話し方（声の大きさ ・小レポートを定期的に ・宇生参画型授叢
やスヒード〕 課す 嘱KJ実践
・板書の仕方 ・紙メディアを用いたハイ ・フシュケ・ネット
　　実践例
・コンビュータやネット
　ワークパワー
　ボイントなどのメ
　パーカードの作成
・大福帳・何でも帳
・質問書・授業通信
・相互集団教育力
・CSCし環境
ディア利用 ・授業リフレクションシート
・実物やモデルによ」 る提示など
ヂ彦5’舵’46γの五頸ゴ雇‘61躍ゴ”＠療
フォーカス
●世の中の一般的な焦点化は、極端なタイプ1と極端なタイプ3
●　本報告での焦点化はタイプ2
・タイプ3　調べ学習中心。
　　　　学生は必要な知識や情報を、図書館で本や文献を調ぺた
　　　　り、インターネットなどで検素したりする。
　　　　成果を発表したり、ディスカッションをする
・学問領域によっては、少し調べたくらいで収集できる知識や情
報というのはたかだかしれている。
（例）積み上げ式の授業。理科系の基礎科目。文系でも数式、
記号の頻出する内容、外国語（ドイッ語やギリシャ語、チベット語
など）や古典、歴史、思想の知識を必要とする内容
　　　　　　　　　　　　　のκ58旗46γの痔毒伽面勇痘頭幽
一361一
r資料4．名
フォーカス
積み上げの知識というのは、すぐには役立たないが、体系的に
時間をかけて学んで、ようやく役立つ類のもの。
それが大学という場ではないのか1
講義形の授業への積極的なフォーカス
　　ニタイフ2（学生との双方向を前提とする講義形授業）
くP榔ず旗4禽の耀6繍‘漁蟹蜘乏躍ゴ
タイプ2の特徴
・授業者の教えたい、教えなければならない知識の枠組みが強固である。
・それにもかかわらず、学生に能動的学習者であることを求める。
・授業者はかなりの程度、学生に働きかけねばならない
・対峙してくる学生の姿につきあわなければならい
　　　　　　　　　「双方向性」「相互行為」「コミュニケーション」
孚離躍鰯脅の乳56鋤‘葦ご禦加和擁
　　　　　　　　　【3】
タイプ2の授業を実現するために
伊欝8灘’46γΦ乙5戸傭諭鼻‘歪£σ｛碑」
授業ツール
●学生の感想や意見、質問を受け取るメディア使用
　　・大福帳（織田、1991、1995）
　　・何でも帳（田中、1996）
　　・リフレクション・シート　授業の振り返り（藤岡、2002）
　　・質問書方式（田中、199て）
　　・小レポート
　　・メール、ML、インターネット掲示板など
卿解醒～〆6γの耀愈面謝禦細ξβ翻
ポジショニングの作業 唇磐・壼昏　㌔嚇　餌㌘氏碍
●何でも帳を用いた授業『ライフ
サイクルと教育』Since1996年）
〔京大センター「公開実験授業」
　　　　　　　　　無・　　　　　　　　　　　　3
ポジショニングの作業
纏何が起こっているのか？
　　　学生・授業者にとって．．疑問を発して、教師はそれに答えただ
　　　け（反論、コメントという形で〉、
「知識を転達するだけの授業」から「学生自身の知識世界に
立ってE肱sonの相互性を攣暴させる授業」へと転換
学生にとってこれは「能動的な知識構成の作業」
　　　　　　論擢ジショニングを握す授業
卿f5β艀躍6γの薮5醒渥比海鼻f伽｛醐ゴ
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相互行為で現れる「他者性」に対峙する
●r双方向性」は授業ツールで形式上実現する
　　⇒しかし、掌生とのr相互行為」は、たとえ学生が積極的に授業にの
　　　　ぞんでいても、授業者に次のような当惑を与えることが多い
堂遡待と幽　【学生1】睡魔がおそってきた。理由④目新しくない話をえんえん
　と話されたから。②寝不足。はっきりいうと，堕塑魁
　のに，今目は不発に終わる。
【学生2】さまざまな教育に関する問題があって、どれも簡単には
片づかないことはわかったけれど，一匡2魑
r劃塾起てくれないとど塾すっきりしない。　　　　　　　　　F1η，Sわ
伊κ5」”π4陶6yの乳56’醸6ゴ躍緬乏碑」
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r大学院生のための教育実践講座一大学でどう教えるか一」実施後アンケート
　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都大学高等教育研究開発推進センター第1部門
　アンケート結果は来年度の改善資料として用いますので、ご協力を宜しくお願い致します，な
お、結果がそれ以外の目的で用いられることはありませんし、個人情報が特定されることもあり
ませんので、安心してお答え下さい。
　以下、蚤1量には、もっと，もあてはまるものに1、っ○をつけ、カッコ内は自由に記述してください）
1
性別（1．男性　　　2，女性）
所属
学年：1．1年　　2．2年
　　　研究科　　（1，修 L
3．3年　　4．PDなど　5．
2．博士）課程
その他（ ）
2．本研修への参加満足度は全般的にどのようなものですか。
　5。非常に満足している
　2．あまり満足していない
一　その理由をお書き下さい
　　4，まあまあ満足している　　3．
　　1，まったく満足していない
o
どちらとも言えない
裏に続く
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3．プログラムについてどの程度有意義であったか、お答え下さい。
5，非常に有意義だった　　　　　4．
2．あまり有意義ではなかった　　1．
まあまあ有意義だった　　3．
まったく有意義ではなかった
どちらとも言えない
（1）グルーブ討論・・
（2）ミニ講義・・
（3）ボディー・ワーク・
?????
5
??????????
4．今後に向けて改善した方がいいと思われる点がありましたら、自由にお書き下さい。
ご協力まことに有難うございました。
【?6　
